
１．研究課題名： 

  多チャンネル放射能深度分布測定器の実用化と 

  In-situ 測定法の確立 

２．研究代表者氏名及び所属：

  井上 一雅 

  （公立大学法人首都大学東京 人間健康科学研究科） 

３．研究実施期間： 

  平成 28～30年度 

４．研究の趣旨・概要 

 放射性セシウム濃度の深度分布を調査する方法として、スクレーパープレート法が一

般的に用いられているが、高精度に評価できる反面、土壌採取から試料測定までに数日

間を要するため調査可能な範囲に限界がある。また、土壌採取場所は平坦な場所に限ら

れ、山岳部の急斜面、地盤の緩い農地、河川周辺の砂地、河川の底質、ため池底での調

査は困難である。 

 本研究では、上記の問題を解決でき、費用対効果の観点からの実用性を考慮した従来

のスクレーパープレート法を補う簡易測定技術の実用化を目指すものである。 

 これにより、作業効率の飛躍的な向上、技術者の負担軽減と経費削減、除染作業の適

正化につながることが期待できる。 

５．研究項目及び実施体制 

（１）研究総括及び測定技術の実用化に関する研究（公立大学法人首都大学東京） 



 

 

６．研究のイメージ 
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採取データとの比較用データ 

 2015年 8月 20日 10時 47分 

 請戸川 6号下  GPS： +37.4975500,+141.0014033 
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